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《
研
究
ノ
ー
ト
》

『
姑
嫂
双
修
宝
巻
』
に
つ
い
て

　
　
　
─
宝
巻
の
ユ
ー
モ
ア
─

仇　
　
　

俊

は
じ
め
に

　

宝
巻
は
、
元
の
時
代
に
生
ま
れ
て
現
在
ま
で
行
わ
れ
て
い
る
、

宗
教
的
な
性
格
を
も
つ
歌
と
語
り
に
よ
る
文
学
の
テ
キ
ス
ト
で
あ

る
。
本
論
は
、
こ
の
宝
巻
の
う
ち
、『
姑
嫂
双
修
宝
巻
』
と
い
う

作
品
に
つ
い
て
、
ユ
ー
モ
ア
に
焦
点
を
あ
て
て
考
察
し
た
も
の
で

あ
る
。

　

中
国
の
宝
巻
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る
車
鍚
倫
は
、
宝
巻
を
次

の
五
つ
に
分
類
し
て
い
る）

1
（

。
す
な
わ
ち
、
⑴　

神
道
故
事
宝
巻

（
各
種
神
格
に
か
か
わ
る
）、
⑵　

婦
女
修
行
故
事
宝
巻
（
女
性

が
苦
難
を
経
て
信
仰
に
よ
り
救
済
さ
れ
る
）、
⑶　

民
間
伝
説
故

事
宝
巻
（
民
間
伝
承
を
題
材
と
す
る
）、
⑷　

俗
文
学
伝
統
故
事

宝
巻
（
小
説
や
戯
曲
な
ど
を
題
材
と
す
る
）、
⑸　

時
事
故
事
宝

巻
（
時
事
的
な
話
を
題
材
と
す
る
）。『
姑
嫂
双
修
宝
巻
』
は
こ
の

う
ち
、
⑵　

婦
女
修
行
宝
巻
に
分
類
さ
れ
る
。

　

こ
の
類
の
宝
巻
は
い
わ
ゆ
る
「
女
人
受
苦
も
の
」
で
、
そ
の
多

く
は
主
人
公
で
あ
る
女
性
が
苦
難
を
受
け
、
信
仰
を
貫
き
、
救
済

さ
れ
る
あ
る
い
は
昇
天
す
る
、
と
い
う
内
容
を
も
つ
。
し
か
し
、

『
姑
嫂
双
修
宝
巻
』
は
、
こ
れ
と
は
異
な
る
。「
女
人
受
苦
も
の
」

で
あ
れ
ば
主
人
公
に
な
る
は
ず
の
陳
氏
は
、
脇
役
に
な
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
主
人
公
の
二
姐
は
、
た
し
か
に
、
病
気
に
な
っ
て
、
信

仰
の
力
に
よ
っ
て
救
わ
れ
、
そ
の
後
、
昇
天
す
る
。
し
か
し
、
こ

れ
ら
す
べ
て
は
、
物
語
の
最
後
の
部
分
で
起
こ
る
に
す
ぎ
な
い
。

全
体
に
み
る
と
、
物
語
の
中
心
を
占
め
る
の
は
、「
受
苦
」
で
は

な
く
、
二
姐
の
悪
辣
な
性
格
と
毒
舌
、
ま
た
そ
れ
に
よ
っ
て
引
き

起
こ
さ
れ
る
騒
動
の
描
写
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
こ
の
宝
巻
に
は
、

通
常
の
宝
巻
と
く
ら
べ
て
、
ユ
ー
モ
ア
の
要
素
が
た
い
へ
ん
豊
富

に
含
ま
れ
て
い
る
。

　

底
本
に
は
、
民
国
三
（
一
九
一
四
）
年
に
浦
怡
雲
な
る
人
物
が

書
写
し
た
本
を
用
い
る
（
以
下
、
浦
怡
雲
抄
本
と
呼
ぶ
。
と
く
に

断
ら
な
い
か
ぎ
り
、
引
用
や
分
析
は
す
べ
て
浦
怡
雲
抄
本
に
よ

る
）。
こ
れ
は
、
現
在
ま
で
に
入
手
し
た
テ
キ
ス
ト
の
う
ち
、
こ

の
テ
キ
ス
ト
を
用
い
る
こ
と
が
、
ユ
ー
モ
ア
に
つ
い
て
論
じ
る
た

め
に
も
っ
と
も
有
効
で
あ
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
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以
下
、
第
一
章
『
姑
嫂
双
修
宝
巻
』
の
あ
ら
す
じ
、
第
二
章

『
姑
嫂
双
修
宝
巻
』
の
テ
キ
ス
ト
、
第
三
章
『
姑
嫂
双
修
宝
巻
』

の
こ
と
ば
、
第
四
章
『
姑
嫂
双
修
宝
巻
』
の
ユ
ー
モ
ア
、
の
順
に

述
べ
る
。
第
四
章
は
さ
ら
に
、
第
一
節　

こ
と
ば
の
ユ
ー
モ
ア
、

第
二
節　

内
容
の
ユ
ー
モ
ア
に
分
け
て
論
じ
る
。

第
一
章
『
姑
嫂
双
修
宝
巻
』
の
あ
ら
す
じ

　

『
姑
嫂
双
修
宝
巻
』
の
あ
ら
す
じ
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

大
同
府
大
同
県
概
里
村
に
堵
と
い
う
一
家
が
あ
っ
た
。
夫
の
堵

有
は
す
で
に
亡
く
な
っ
た
が
、
妻
の
曽
氏
は
健
在
で
あ
る
。
夫
婦

の
あ
い
だ
に
ふ
た
り
の
子
ど
も
、
す
な
わ
ち
息
子
の
堵
大
官
と
そ

の
妹
の
二
姐
が
い
る
。
大
官
は
お
と
な
し
い
男
で
あ
る
。
二
姐
は

性
格
が
悪
く
、
毒
舌
で
、
始
終
ト
ラ
ブ
ル
を
起
こ
し
て
い
る
。
大

官
の
妻
は
陳
氏
と
い
い
、
小
さ
い
時
か
ら
ず
っ
と
仏
教
を
信
じ
て

き
た
、
気
立
て
の
よ
い
人
で
あ
る
。

　

あ
る
年
の
二
月
十
九
日
、
観
音
さ
ま
の
誕
生
日
に
、
陳
氏
は
朝

早
く
か
ら
起
き
て
、
家
族
の
た
め
に
念
仏
し
て
い
た
。
二
姐
は
い

つ
も
は
寝
坊
を
す
る
の
に
、
こ
の
日
は
わ
ざ
わ
ざ
早
く
起
き
だ
し
、

陳
氏
の
祈
願
の
こ
と
ば
を
わ
ざ
と
家
族
を
呪
う
こ
と
ば
と
聞
き
ま

ち
が
え
、
母
親
の
曽
氏
に
告
げ
口
を
し
た
。
曽
氏
は
陳
氏
を
叱
り

つ
け
、
息
子
の
大
官
を
罵
倒
し
た
。
大
官
は
腹
を
立
て
て
、
妻
、

陳
氏
の
頬
を
平
手
打
ち
し
た
。
そ
の
騒
ぎ
を
聞
き
つ
け
て
、
近
所

の
六
十
六
歳
の
婆
さ
ん
が
仲
裁
し
に
来
た
。
大
官
に
は
嫁
を
殴
ら

な
い
よ
う
に
と
忠
告
し
、
曽
氏
に
は
陳
氏
が
よ
い
嫁
で
あ
り
、
念

仏
す
る
の
も
よ
い
こ
と
だ
と
言
っ
て
き
か
せ
た
。
二
姐
に
は
、
お

前
も
い
つ
か
は
嫁
と
な
っ
て
今
の
陳
氏
と
同
じ
境
遇
に
な
る
の
だ
、

と
諭
し
た
。
そ
し
て
最
後
に
陳
氏
を
な
だ
め
て
帰
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
こ
の
家
で
は
い
つ
も
騒
動
が
起
こ
る
の
で
、
か

ま
ど
の
神
様
が
怒
っ
て
、
天
上
の
皇
帝
で
あ
る
玉
皇
大
帝
に
報
告

し
た
。
そ
の
結
果
、
曽
氏
が
病
気
に
な
っ
て
亡
く
な
っ
た
。

　

数
年
後
、
二
姐
は
結
婚
す
べ
き
年
に
な
っ
て
い
る
が
、
も
ら
い

手
が
な
い
。
前
村
の
姜
家
に
母
親
と
そ
の
息
子
の
二
官
が
い
て
、

二
官
に
嫁
を
迎
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
が
、
貧
乏
で
で
き
な
い
。

そ
こ
で
、
姜
親
子
は
二
姐
を
嫁
に
も
ら
う
こ
と
に
し
た
。
大
官
は

十
二
両
の
結
納
金
を
要
求
、
姜
家
の
母
子
は
な
ん
と
か
こ
れ
を
工

面
し
て
、
二
姐
を
嫁
に
も
ら
っ
た
。
大
官
は
陳
氏
と
相
談
し
、
二

姐
に
は
ふ
つ
う
の
嫁
入
り
道
具
で
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
の
悪
行
・

悪
口
を
帳
簿
に
記
録
し
、
こ
れ
を
持
た
せ
る
こ
と
に
し
た
。
字
の

書
け
る
人
に
頼
ん
で
書
い
て
も
ら
う
と
、
三
十
冊
に
も
な
っ
た
。

　

結
婚
を
し
て
も
二
姐
は
相
変
わ
ら
ず
で
、
い
つ
も
二
官
や
そ
の
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母
親
と
喧
嘩
ば
か
り
す
る
。
二
官
と
母
親
は
二
姐
を
離
縁
し
た
い

と
考
え
、
二
姐
が
里
帰
り
し
た
す
き
に
、
仲
人
を
呼
ん
で
相
談
す

る
こ
と
に
し
た
。
仲
人
を
接
待
す
る
た
め
二
官
が
魚
を
買
っ
て
来

た
が
、
母
親
が
そ
れ
を
か
ま
ど
の
上
に
置
い
た
ま
ま
に
し
て
、
隣

の
猫
に
食
べ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
二
官
の
母
親
は
腹
を
立
て
、
包

丁
で
と
な
り
の
猫
を
ま
っ
ぷ
た
つ
に
切
っ
た
。
猫
の
主
人
で
あ
る

隣
り
の
お
ば
さ
ん
は
怒
っ
て
、
弁
償
を
し
ろ
と
い
う
。
言
い
争
い

で
負
か
さ
れ
そ
う
に
な
っ
た
二
官
の
母
親
は
、
と
う
と
う
実
家
の

堵
家
ま
で
二
姐
に
助
け
を
求
め
に
行
き
、
二
姐
が
隣
り
の
お
ば
さ

ん
と
喧
嘩
し
、
お
ば
さ
ん
を
言
い
負
か
し
て
、
勝
利
し
た
。

　

結
婚
し
て
翌
年
の
秋
、
二
姐
は
病
気
に
な
っ
た
。
嫂
の
陳
氏
は

熱
心
に
看
病
し
、
二
姐
に
信
心
を
勧
め
た
。
二
姐
は
発
心
し
て
、

陳
氏
と
一
緒
に
修
行
し
た
。
そ
し
て
、
二
姐
は
六
十
歳
、
陳
氏
は

八
十
歳
の
時
、
積
ん
だ
功
徳
の
果
報
を
得
て
昇
天
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、『
姑
嫂
双
修
宝
巻
』
は
、
内
容
の
ほ
と
ん
ど
が

家
庭
内
の
ド
タ
バ
タ
で
、
卑
俗
さ
が
基
調
に
な
っ
て
い
る
。
宝
巻

特
有
の
、
信
仰
か
ら
来
る
ま
じ
め
さ
は
ほ
と
ん
ど
失
わ
れ
、
全
巻

ブ
ラ
ッ
ク
ユ
ー
モ
ア
に
覆
わ
れ
て
い
る
。

第
二
章
『
姑
嫂
双
修
宝
巻
』
の
テ
キ
ス
ト

　

こ
こ
で
、『
姑
嫂
双
修
宝
巻
』
の
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
み
て
お

く
こ
と
に
し
た
い
。
車
錫
倫
の
『
中
国
宝
巻
総
目
』（
以
下
「
車

目
録
」）
に
よ
れ
ば
、『
姑
嫂
双
修
宝
巻
』
は
『
姑
嫂
宝
巻
』『
姑

嫂
同
修
宝
巻
』『
姑
嫂
双
修
』
と
も
称
さ
れ
、
次
の
テ
キ
ス
ト
が

現
存
す
る）

2
（

。
な
お
、〔　

〕
は
所
蔵
者
で
あ
る
（
車
目
録
で
は
略

称
が
使
用
さ
れ
て
い
る
が
こ
こ
で
は
全
称
を
示
す
）。

⑴　

清
光
緒
十
六
年
（
一
八
九
〇
）
呉
維
淞
抄
本
、
一
冊
。

〔
蘇
州
市
戯
曲
博
物
館
〕

⑵　

清
光
緒
三
十
四
年
（
一
九
〇
八
）
呉
介
人
抄
本
、
一
冊
。

〔
李
世
瑜
〕

⑶　

清
宣
統
三
年
（
一
九
一
一
）
抄
本
、
一
冊
。〔
国
家
図
書

館
〕

⑷　

民
国
三
年
（
一
九
一
四
）
浦
怡
雲
抄
本
、
一
冊
。〔
南
開

大
学
〕

⑸　

民
国
十
六
年
（
一
九
二
七
）
許
少
卿
抄
本
、
與
『
獅
吼
宝

巻
』
合
訂
一
冊
。〔
李
世
瑜
〕

⑹　

民
国
二
十
年
（
一
九
三
一
）
呉
恵
堂
抄
本
、
一
冊
。
附
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『
河
東
獅
吼
』
宝
巻
。〔
中
国
文
聯
資
料
室
〕

⑺　

民
国
二
十
七
年
（
一
九
三
八
）
孫
炳
英
抄
本
、
一
冊
。

〔
蘇
州
市
戯
曲
博
物
館
〕

⑻　

范
雲
亭
舊
抄
本
、
一
冊
。〔
鄭
州
大
学
図
書
館
〕

⑼　

舊
抄
本
、
一
冊
。
巻
名
『
姑
嫂
同
修
宝
巻
』。〔
中
国
社
会

科
学
院
文
学
研
究
所
資
料
室
〕

⑽　

舊
抄
本
、
一
冊
。〔
中
国
芸
術
研
究
院
戯
曲
研
究
所
〕

⑾　

舊
抄
本
、
一
冊
。〔
哈
尓
濱
師
範
大
学
図
書
館
〕

⑿　

舊
抄
本
、
一
冊
。
巻
名
『
姑
嫂
宝
巻
』。〔
首
都
図
書
館
〕

⒀
─
⒁　

舊
抄
本
両
種
、
各
一
冊
。〔
首
都
図
書
館
〕

　

以
上
十
四
種
の
抄
本
が
記
録
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
以
外
に
二

種
の
抄
本
が
上
海
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
筆
者
の

調
査
で
わ
か
っ
て
い
る
。
十
六
種
の
抄
本
が
残
さ
れ
て
い
る
の
で
、

『
姑
嫂
双
修
宝
巻
』
は
一
定
の
人
気
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、

木
版
本
、
石
印
本
な
ど
の
刊
行
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
理

由
を
考
え
な
く
て
は
い
け
な
い
が
、
後
日
を
期
し
た
い
。

　

浦
怡
雲
抄
本
は
、
車
目
録
⑷
に
あ
る
。
こ
の
テ
キ
ス
ト
は
、

『
宝
巻　

初
集
』
第
三
十
九
冊
お
よ
び
『
民
間
宝
巻
』
第
十
四
冊

に
影
印
が
収
め
ら
れ
、
簡
単
に
み
る
こ
と
が
で
き
る）

3
（

。
原
本
に
つ

い
て
は
、
筆
者
は
人
を
介
し
て
数
回
、
そ
の
写
し
の
提
供
を
南
開

大
学
図
書
館
に
依
頼
し
た
が
、
原
本
が
行
方
不
明
で
あ
る
と
い
う

回
答
が
責
任
者
か
ら
得
ら
れ
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
表
紙
と
思
わ
れ

る
最
初
の
ペ
ー
ジ
中
央
に
「
姑
嫂
雙
修
巻　

全
集
」、
右
下
方
に

「
周
煥
文
正
」
と
あ
る
。
末
尾
の
一
行
に
、「
民
國
三
年
十

月 

日
立
浦
怡
雲
抄
全
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
半
葉
は
前
半
（『
宝

巻　

初
集
』
一
九
二
─
二
二
〇
頁
）
と
最
後
の
半
葉
（
同
二
三
二

頁
）
が
八
行
、
そ
の
間
（
同
二
二
一
─
二
三
二
頁
）
が
七
行
。
一

行
は
散
文
の
最
初
の
一
行
は
十
八
字
だ
が
、
途
中
、
二
十
八
字
に

も
な
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
原
寸
は
不
明
だ
が
、
細
い
筆
を
用
い
、

小
さ
め
の
字
で
書
か
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
半
葉
の
行
数
が
か

わ
る
二
二
〇
頁
と
二
二
一
頁
の
あ
い
だ
で
、
筆
も
か
わ
っ
て
い
る
。

整
っ
た
字
体
と
は
い
え
な
い
。
全
体
に
ふ
ぞ
ろ
い
な
印
象
を
与
え

る
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。

　

筆
者
は
、
こ
れ
ま
で
、
浦
怡
雲
抄
本
以
外
に
、
以
下
の
三
種
の

テ
キ
ス
ト
を
見
た
。

　

車
目
録
⑴
の
光
緒
十
六
年
（
一
八
九
〇
）
呉
維
淞
抄
本
一
冊
。

筆
者
は
、
知
人
を
介
し
て
蘇
州
市
劇
曲
博
物
館
蔵
に
依
頼
し
、
原

本
の
コ
ピ
ー
だ
け
を
得
た
。
半
葉
八
行
、
一
行
は
約
二
十
一
─
二

十
四
字
で
そ
ろ
わ
な
い
。
細
め
の
筆
が
用
い
ら
れ
、
あ
る
程
度
の

速
度
を
も
っ
て
書
か
れ
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
最
後
の
一
葉

表
（
裏
表
紙
の
裏
）
に
、
本
文
と
は
別
の
太
い
筆
で
、「
光
緒
拾
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陸
年　

呉
維
淞
寘
」
と
大
書
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
以
外
に
書
写

の
事
情
な
ど
を
知
ら
せ
る
文
字
は
な
い
。
題
名
に
つ
い
て
も
、
最

初
の
一
行
に
「
姑
嫂
双
修
」
の
四
字
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。

　

車
目
録
に
な
い
抄
本
の
二
つ
を
、「
史
梅
亭
抄
本
」「
無
名
氏
抄

本
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

　

史
梅
亭
抄
本
に
つ
い
て
、
筆
者
は
上
海
図
書
館
で
原
本
を
閲
覧

し
、
ま
た
画
像
を
取
得
し
た
。
表
紙
左
上
に
「
姑
嫂
双
脩
」、
左

下
に
「
史
梅
亭
藏
」
と
大
書
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
最
後
の
一
葉
、

本
文
の
末
尾
に
、「
光
緒
二
十
四
年
太
歳
戊
戌
九
月
初
旬
史
梅
亭

抄
録
」
が
一
行
、
次
に
「
葉
根
寶　

仝
録
」
が
下
方
に
一
行
、
さ

ら
に
「
共
廿
五
頁
」
と
添
え
ら
れ
て
い
る
。
光
緒
二
十
四
年
は
一

八
九
八
年
で
あ
る
。
半
葉
七
行
、
一
行
は
約
二
十
一
─
二
十
四
字
。

太
め
の
筆
を
用
い
、
整
っ
た
字
体
で
書
か
れ
て
い
る
。

　

無
名
氏
抄
本
に
つ
い
て
も
、
筆
者
は
上
海
図
書
館
で
原
本
を
閲

覧
し
、
ま
た
画
像
を
取
得
し
た
。
本
文
以
外
の
書
名
、
抄
録
者
、

年
代
な
ど
に
か
か
わ
る
文
字
は
い
っ
さ
い
な
い
。
た
だ
、
巻
頭
偈

に
「
双
修
宝
巻
初
展
開
」
と
い
う
。
末
尾
一
行
に
、「
抄
急
心
慌

乱
、
未
知
差
不
差
（
急
い
で
書
写
し
て
落
ち
着
か
ず
、
あ
る
い
は

誤
字
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
）」
と
い
う
小
字
の
書
き
こ
み
が
あ

る
。
半
葉
七
行
、
一
行
は
十
六
字
。
お
ど
り
字
も
一
字
と
し
て
す

べ
て
十
六
字
で
あ
る
。
太
め
の
筆
が
用
い
ら
れ
、
一
文
字
一
文
字

丁
寧
に
書
か
れ
た
よ
う
で
、
全
体
に
か
な
り
整
っ
た
印
象
を
与
え

る
。

　

こ
の
四
種
の
テ
キ
ス
ト
の
あ
い
だ
で
、
内
容
に
大
き
な
隔
た
り

は
な
い
が
、
字
句
の
異
同
は
た
い
へ
ん
多
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は

後
で
述
べ
る
。

第
三
章
『
姑
嫂
双
修
宝
巻
』
の
こ
と
ば　

─
呉
方
言
─

　

『
姑
嫂
双
修
宝
巻
』
の
ユ
ー
モ
ア
に
つ
い
て
考
え
る
ま
え
に
、

も
う
ひ
と
つ
、
こ
の
宝
巻
に
用
い
ら
れ
て
い
る
呉
方
言
に
つ
い
て

み
て
お
き
た
い
。

　

宝
巻
に
は
、
長
江
デ
ル
タ
、
す
な
わ
ち
呉
方
言
地
区
で
生
ま
れ
、

ま
た
唱
え
ら
れ
て
き
た
も
の
が
多
い
。
し
か
し
、
宝
巻
は
、
通
常
、

官
話
の
語
彙
を
用
い
て
記
さ
れ
る
。
宝
巻
を
読
み
語
る
こ
と
、
す

な
わ
ち
「
宣
巻
」
は
、
中
国
に
お
い
て
、
現
在
も
行
わ
れ
て
お
り
、

そ
の
調
査
報
告
も
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
に
よ
れ
ば
、
宣
巻
は

現
地
の
発
音
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
が
、
用
い
ら
れ
て
い
る
テ

キ
ス
ト
、
す
な
わ
ち
宝
巻
は
、
や
は
り
官
話
化
さ
れ
て
い
る
と
い

う
）
4
（

。

　

あ
る
宝
巻
が
呉
方
言
地
区
で
形
成
さ
れ
た
と
き
、
そ
の
こ
と
は

韻
文
の
押
韻
に
も
っ
と
も
よ
く
あ
ら
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
呉
方
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言
に
特
徴
的
な
ｎ
と
ｎ
ｇ
の
通
押
が
普
遍
的
に
み
ら
れ
る
。
こ
の

ほ
か
、
呉
方
言
の
語
彙
が
散
見
さ
れ
、
呉
方
言
の
発
音
に
起
因
す

る
特
徴
的
な
文
字
の
使
用
・
誤
用
も
み
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
し

か
し
、
こ
れ
は
理
解
に
支
障
を
き
た
す
ほ
ど
多
く
な
い
。

　

し
か
し
、
一
部
に
、
呉
方
言
の
語
彙
を
多
く
含
み
、
呉
方
言
が

わ
か
ら
な
け
れ
ば
読
解
が
困
難
に
な
る
テ
キ
ス
ト
が
あ
る）

5
（

。『
姑

嫂
双
修
宝
巻
』
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
原
文
を
み
て
み
よ
う
。
呉

方
言
の
語
彙
と
考
え
ら
れ
る
も
の
に
傍
線
を
ほ
ど
こ
し
た
。

且
説
、
大
同
府
大
同
縣
概
里
村
、
有
一
個
人
、
姓
堵
名
有
。

自
己
早
亡
、
娘
子
寡
居
。
曽
氏
所
生
一
男
一
女
、
其
子
呌
大

官
、
性
情
温
良
、
其
女
呌
二
姐
、
心
奸
口
快

非
凡
。
以

後
娶
个
媳
婦
陳
氏
、
極
其
孝
順
、
自
小
娘
家
吃
胎
裡
素
个
、

最
喜
修
行
念
佛
。
嫁
只
出
来
、
看
見
阿
婆
凶
惡
非
凡
、
要
想

念
彌
陀
、
恐
怕
老
太
婆
、
平
日
间
搃
不
念
佛）

6
（

。

さ
て
、
大
同
府
大
同
県
概
里
村
に
、
姓
は
堵
、
名
は
有
と
い

う
人
が
い
ま
し
た
。
自
分
は
早
く
に
亡
く
な
っ
て
、
妻
が
一

人
残
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
曾
氏
は
息
子
と
娘
を
ひ
と
り
ず
つ

生
み
ま
し
た
。
息
子
は
大
官
と
い
っ
て
、
温
和
善
良
な
性
格

で
し
た
。
娘
は
二
姐
と
い
い
、
根
性
が
悪
く
毒
舌
で
、
た
い

へ
ん
な
じ
ゃ
じ
ゃ
馬
で
し
た
。
そ
の
後
、
大
官
は
陳
氏
と
い

う
嫁
を
も
ら
い
ま
し
た
が
、
と
て
も
従
順
で
孝
行
な
人
で
し

た
。
母
親
の
代
か
ら
肉
食
を
避
け
、
信
仰
の
生
活
と
念
仏
を

と
て
も
好
ん
で
い
ま
し
た
。
嫁
に
来
て
か
ら
、
姑
が
た
い
へ

ん
恐
ろ
し
い
人
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
念
仏
を
唱
え
た
い
と

思
っ
て
も
、
姑
を
こ
わ
が
っ
て
、
ふ
だ
ん
は
唱
え
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

こ
の
一
段
で
は
、「
自
小
娘
家
吃
胎
裡
素
个
」
の
「
个
（
的
）」

と
「
嫁
只
出
来
」
の
「
只
（
了
）」、
ふ
た
つ
の
虚
字
が
呉
方
言
の

語
彙
で
あ
る）

7
（

。
し
か
し
、
実
字
が
多
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
こ
の
部

分
は
普
通
話
（
共
通
語
）
の
知
識
で
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

次
に
、
観
音
菩
薩
の
誕
生
日
に
二
姐
が
わ
ざ
わ
ざ
早
起
き
を
し

て
、
嫂
の
悪
口
を
母
親
に
言
い
に
行
く
と
こ
ろ
を
挙
げ
る
。

講
到
姑
娘
最
喜
睏
晚
朝
。
是
日
、
曉
得
阿
嫂
浪
念
佛
、
就
主

倍
打
早
起
来
、
憶
在
隔
壁
頭
、
听
到
上
念
佛
、
就
走
到
娘
房

里
前
、
軽
如
重
報
与
娘
听
。
快
点
起
来
、
阿
嫂
浪
念
佛
。
咳
、

二
姐
、
等
里
念
歇
得
。
弗
是
。

、
来
厾
咒
罵
。
吓
、
乃
哼

咒
㳒
。
到
说
、
合
家
大
小
尽
死
绝
。
吓
、
有
梗
事
个
。
老
太

婆
搭
扒
搭
賴
赶
起

、
不
问
頭
三
臉
四
就
嗎
。
舎
事
務
、
清

〻
早
起
咒
嗎
吾
裡
多
死
绝
。

さ
て
、
娘
は
朝
寝
坊
が
大
好
き
で
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
日
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は
、
嫂
が
念
仏
を
唱
え
る
の
を
知
っ
て
い
て
、
朝
、
自
分
か

ら
早
起
き
を
し
ま
し
た
。
彼
女
は
と
な
り
の
部
屋
で
、
念
仏

の
声
を
聞
き
つ
け
る
と
、
す
ぐ
母
親
の
部
屋
に
行
っ
て
、
さ

も
大
ご
と
だ
と
い
わ
ん
ば
か
り
に
言
い
ま
し
た
。「
早
う
起

き
て
。
嫂
さ
ん
が
念
仏
し
て
る
。」「
や
れ
や
れ
、
お
ま
え
、

や
め
さ
せ
て
お
く
れ
（
？
）。」「
そ
や
な
い
ね
ん
、
呪
っ
た

り
悪
し
ざ
ま
い
う
た
り
し
て
る
で
。」「
え
っ
、
な
ん
て
呪
て

ん
の
や
。」「
一
家
全
員
大
人
も
子
ど
も
も
死
ん
じ
ま
え
、
と

か
や
。」「
な
ん
や
、
そ
ん
な
こ
と
言
う
て
る
ん
か
。」
こ
の

婆
さ
ん
は
ば
た
ば
た
と
急
い
で
起
き
て
き
て
、
有
無
も
言
わ

せ
ず
大
声
で
ど
な
り
ま
し
た
。「
朝
っ
ぱ
ら
か
ら
起
き
出
し

て
、
あ
た
し
ら
み
ん
な
く
た
ば
っ
て
ま
え
と
は
、
ど
う
い
う

こ
と
や
。」

　

こ
こ
で
は
、
二
姐
と
曽
氏
の
セ
リ
フ
の
、
と
く
に
虚
字
に
多
く

の
呉
方
言
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。「
暁
得
（
知
道
）」「
浪
（
在
）」

「
憶
（
她
。
通
常
「
伊
」
と
表
記
さ
れ
る
）」「
上
（
做
）」「
等
里

（
在
這
裏
）」「
来
厾
（
在
）」「
乃
哼
（
怎
么
）」「
梗
（
那
么
）」

「
个
（
的
）」「
啥
（
什
么
）」「
事
務
（
事
情
）」「
吾
裡
（
我
們
）」

「
多
（
都
）」
が
、
そ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
意
味
を
知
ら
ず
に
、

こ
の
部
分
の
会
話
を
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
誤

字
・
脱
字
も
あ
る
の
か
、
こ
の
部
分
に
は
呉
語
話
者
で
あ
る
筆
者

に
も
わ
か
り
に
く
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、『
姑
嫂
双
修
宝
巻
』
に
お
い
て
は
、
呉
方
言
が

多
く
使
わ
れ
て
い
る
。
方
言
の
語
彙
は
、
こ
こ
で
見
た
よ
う
に
、

韻
文
（
唱
）
に
少
な
く
散
文
（
説
あ
る
い
は
講
と
も
）
に
多
い
。

散
文
の
な
か
で
は
、
叙
述
の
部
分
に
少
な
く
、
セ
リ
フ
（
白
）
の

部
分
に
多
い
。
セ
リ
フ
で
は
、
男
性
の
セ
リ
フ
と
く
ら
べ
女
性
の

セ
リ
フ
に
多
い
。
と
く
に
主
人
公
の
二
姐
の
セ
リ
フ
に
多
い
と
い

う
特
徴
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
も
う
ひ
と
つ
、
二
姐
を
ふ
く
む
女
ど

う
し
の
会
話
、
近
所
の
六
十
六
歳
の
お
ば
あ
さ
ん
と
二
姐
が
言
い

争
う
場
面
を
見
て
み
よ
う
。

太
叔
婆
、
你
个
説
話
不
相
同
、
吾
裡
阿
嫂
不
曾
耒
个
辰
光
、

稱
為
得
種
田
〻
有
穀
、
養
猪
〻
有
肉
、
老
猪
婆
生
子
一
壁
咯

落
、
小
鸡
哺
〻
能
厾
化
、
個
歇
反
个
哉
。
吓
、
那
哼
反
个
哉
。

咳
、
個
分
吾
裡
阿
嫂
耒
了
年
半
外
、
麦
拖
洞
公
、
稻
出
子
芽
、

小
猪
只
生
两
三
隻
、
両
窠
小
鸡
只
出
一
隻
。

「
ば
あ
さ
ん
、
あ
ん
た
の
い
う
こ
と
は
ち
が
う
で
。
う
ち
は

嫁
が
く
る
ま
で
、
穀
物
は
作
れ
ば
豊
作
、
豚
を
飼
う
た
ら
肉

が
た
っ
ぷ
り
、
か
あ
さ
ん
豚
は
ど
っ
さ
り
子
を
産
み
、
ひ
よ

こ
が
ぎ
ょ
う
さ
ん
か
え
っ
た
も
ん
や
。
そ
や
け
ど
今
は
そ
の
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反
対
や
。」「
ど
な
い
に
反
対
や
ね
ん
？
」「
嫁
が
来
て
一
年

半
と
ち
ょ
っ
と
た
つ
け
ど
、
ム
ギ
は
で
き
て
も
穴
が
あ
く
、

イ
ネ
は
芽
ぇ
が
出
て
し
も
て
、
子
豚
は
産
ま
れ
て
二
三
匹
、

ふ
た
つ
の
巣
か
ら
一
羽
の
ひ
よ
こ
が
か
え
る
だ
け
。」

　

こ
の
よ
う
に
多
く
の
呉
方
言
語
彙
を
用
い
た
『
姑
嫂
双
修
宝

巻
』
は
、
官
話
化
し
た
テ
キ
ス
ト
が
多
い
な
か
、
卑
俗
な
も
の
に

見
え
る
。

　

す
な
わ
ち
、
あ
ら
す
じ
、
テ
キ
ス
ト
、
言
語
の
い
ず
れ
に
お
い

て
も
、『
姑
嫂
双
修
宝
巻
』
浦
怡
雲
抄
本
は
、
か
な
り
世
俗
化
し
、

娯
楽
化
し
た
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

で
は
、
以
下
、
こ
の
宝
巻
の
ユ
ー
モ
ア
が
よ
く
あ
ら
れ
た
部
分

を
い
く
つ
か
と
り
あ
げ
て
み
て
い
こ
う
。

第
四
章
『
姑
嫂
双
修
宝
巻
』
の
ユ
ー
モ
ア

　

こ
の
章
で
は
、『
姑
嫂
双
修
宝
巻
』
の
ユ
ー
モ
ア
に
つ
い
て
、

第
一
節　

こ
と
ば
の
ユ
ー
モ
ア
、
第
二
節　

内
容
の
ユ
ー
モ
ア
、

の
ふ
た
つ
に
分
け
て
論
じ
る
。
こ
れ
ら
は
、
も
と
よ
り
は
っ
き
り

分
け
る
こ
と
は
で
き
ず
、
論
を
進
め
る
う
え
で
の
便
宜
的
な
分
類

で
あ
る
。

第
一
節　

こ
と
ば
の
ユ
ー
モ
ア

　

ま
ず
、
宝
巻
の
冒
頭
、
開
巻
偈
を
、
四
つ
の
テ
キ
ス
ト
に
よ
っ

て
み
て
み
よ
う
。

　

呉
維
淞
抄
本
（
一
八
九
〇
年
）　

開
巻
偈
な
し
。

　

史
梅
亭
抄
本
（
一
八
九
八
年
）

　
　

人
間
嘴
面
又

　

人
の
世
に
は
た
い
そ
う
口
の
悪
い
ヤ
ツ

が
い
る

　
　

男
女
手
脚
有

　

男
も
女
も
ロ
ク
で
も
な
い
こ
と
す
る
ヤ

ツ
も
い
る

　
　

姑
嫂
從
来
和
合
少　

小
姑
と
嫂
が
仲
よ
い
こ
と
は　

も
と
も

と
少
な
い

　
　

阿
婆
搃
嫌
媳

孬　

姑
は　

こ
こ
が
い
や
あ
そ
こ
が
だ
め
と　

嫁
を
嫌
う

　
　

倘
然
姑
娘
嫌
嫂
醜　

も
し
小
姑
が
嫂
の　

醜
い
と
こ
ろ
を
嫌

っ
た
ら

　
　

原
来
空
做
閑
冤
家　

意
味
も
な
く　

あ
だ
に
敵
を
ふ
や
す
だ

け

　

浦
怡
雲
抄
本
（
一
九
一
四
年
）

　
　

人
間
嘴
面
有

　

人
の
世
に
は
た
い
そ
う
口
の
悪
い
ヤ
ツ
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が
い
る

　
　

男
女
手
脚
有

　

ロ
ク
で
も
な
い
こ
と
す
る
ヤ
ツ
も
い
る

　
　

姑
嫂
原
來
和
合
好　

小
姑
と
嫂
は　

も
と
も
と
仲
よ
く
す
る

の
が
よ
い

　
　

阿
婆
搃
嫌
新
婦
孬　

姑
は　

こ
こ
が
い
や
あ
そ
こ
が
だ
め
と　

嫁
を
嫌
う

　
　

倘
然
姑
娘
嫌
嫂
醜　

も
し
小
姑
が
嫂
の　

醜
い
と
こ
ろ
を
嫌

っ
た
ら

　
　

原
來
空
做
闲
冤
嫁　

意
味
も
な
く　

あ
だ
に
敵
を
ふ
や
す
だ

け

　

無
名
氏
抄
本
（
年
代
不
明
）

　
　

雙
修
寶
卷
初
展
开　

双
修
宝
巻
は
じ
ま
れ
ば

　
　

諸
佛
菩
薩
降
臨
来　

諸
仏
菩
薩
が
降
臨
な
さ
る

　
　

善
男
信
女
虔
誠
听　

善
男
善
女
が
敬
虔
な
気
持
ち
で
聴
け
ば

　
　

増
福
延
寿
免
災
殃　

災
難
免
れ
福
が
増
し
て
寿
命
も
延
び
る

　

開
巻
偈
に
お
け
る
こ
の
状
況
は
、
じ
つ
は
四
種
の
テ
キ
ス
ト
の

特
徴
を
よ
く
示
し
て
い
る
。

　

宝
巻
の
通
例
に
い
ち
ば
ん
近
い
の
は
、「
○
○
宝
巻
初
展
開
」

と
い
う
常
套
句
で
は
じ
ま
る
無
名
氏
抄
本
で
あ
る
。
参
考
の
た
め

に
他
の
宝
巻
の
開
巻
偈
を
挙
げ
る
。

　

『
杏
花
宝
巻
』
光
緒
五
（
一
八
七
九
）
年
、
常
郡
楽
善
堂
刊
本

　
　

杏
花
宝
卷
始
展
開　

杏
花
宝
巻
は
じ
ま
れ
ば

　
　

諸
佛
菩
薩
降
臨
来　

諸
仏
菩
薩
が
天
よ
り
降
（
く
だ
）
る

　
　

齋
主
虔
誠
齋
念
佛　

信
者
が
そ
ろ
っ
て
敬
虔
に
お
念
仏
を
と

な
え
れ
ば

　
　

吉
祥
如
意
满
門
来　

幸
せ
門
（
か
ど
）
に
満
ち
満
ち
る）

8
（

　

『
花
名
宝
巻
』（
紹
興
の
宣
巻
人
、
何
雲
根
さ
ん
の
テ
キ
ス
ト
）

　
　

花
名
宝
巻
初
展
開　

花
名
宝
巻
は
じ
ま
れ
ば

　
　

諸
佛
菩
薩
降
臨
来）

9
（

　

諸
仏
菩
薩
が
天
よ
り
降
（
く
だ
）
る

　

『
王
大
娘
遊
地
獄
十
殿
宝
巻
』

　
　

王
大
娘
卷
初
展
開　

王
大
娘
宝
巻
始
ま
れ
ば

　
　

貞
節
寡
婦
又
轉
胎　

貞
節
な
寡
婦
は
生
ま
れ
か
わ
っ
て
ま
た

人
と
な
る

　
　

我
宣
寶
卷
大
家
聼
　
宝
巻
を
唱
え
ま
す
か
ら
み
な
さ
ま
お
聴

き
く
だ
さ
い

　
　
奉
劝
世
上
守
節
人　

ご
忠
告
を
い
た
し
ま
す　

世
の
人
々
よ　

貞
節
を
お
守
り
な
さ
い

　

呉
維
淞
抄
本
は
散
文
か
ら
は
じ
ま
り
開
巻
偈
が
な
い）

（（
（

。
史
梅
亭

抄
本
と
浦
怡
雲
抄
本
は
、
同
じ
偈
が
用
い
ら
れ
て
お
り）

（（
（

、「
人
間

嘴
面
又

、
男
女
手
脚
有

」
と
冒
頭
か
ら
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
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表
現
が
あ
ら
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
句
は
、
人
間
世
界
へ
の
皮
肉
で

あ
る
こ
と
と
、
宝
巻
の
通
例
と
異
な
る
ふ
ざ
け
た
表
現
で
あ
る
こ

と
、
両
方
の
意
味
で
、
ユ
ー
モ
ア
で
あ
る
。

　

す
な
わ
ち
、
冒
頭
部
分
か
ら
み
た
と
き
、
無
名
氏
抄
本
は
宗
教

性
を
保
持
し
た
も
の
、
浦
怡
雲
抄
本
と
史
梅
亭
抄
本
は
近
い
関
係

に
あ
り
、
と
も
に
宗
教
的
性
格
が
う
す
れ
て
、
世
俗
化
・
娯
楽
化

が
進
ん
だ
も
の
だ
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

な
お
、
以
下
の
舞
台
と
な
っ
た
地
名
と
登
場
人
物
の
名
ま
え
か

ら
み
て
も
、
史
梅
亭
抄
本
と
浦
怡
雲
抄
本
が
近
い
関
係
に
あ
る
こ

と
が
わ
か
る
。

呉
維
淞
抄
本　

大
同
府
概
里
邨

　
　
　
　
　
　

屠
大
德
、
會
氏
、
大
観
、
二
姐
、
陳
氏

史
梅
亭
抄
本　

大
同
府
大
同
縣
概
里
村

　
　
　
　
　
　

都
六
観
、
曽
氏
、
大
観
、
二
姐
、
陳
氏

浦
怡
雲
抄
本　

大
同
府
大
同
縣
概
里
村

　
　
　
　
　
　

堵
有
、
曽
氏
、
大
官
、
二
姐
、
陳
氏

無
名
氏
抄
本　

山
西
大
同
府
大
同
縣
嵆
家
村

　
　
　
　
　
　

都
徳
卿
、
曽
氏
、
福
観
、
二
姐
、
陳
秀
金

　

次
に
、
先
に
も
引
用
し
た
、
観
音
さ
ま
の
誕
生
日
に
、
嫂
の
陳

氏
が
念
仏
を
し
て
い
た
の
を
、
二
姐
が
呪
詛
し
て
い
る
と
母
親
に

訴
え
た
場
面
を
み
て
み
よ
う
。

　

二
姐
は
、
陳
氏
が
「
家
族
全
員
大
人
も
子
ど
も
も
死
ん
じ
ま

え
」
と
言
っ
て
い
た
と
い
い
、
陳
氏
は
「
家
族
全
員
大
人
も
子
ど

も
み
な
健
や
か
で
い
ら
れ
る
よ
う
に
」
と
そ
の
息
災
を
祈
っ
た
と

説
明
す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
セ
リ
フ
は
次
の
よ
う
に
示
さ
れ
る
。

呉
維
淞
抄
本　

二
姐
「
一
家
門
在
要
死
」

　
　
　
　
　
　

陳
氏
「
一
家
門
多
清
健
」

史
梅
亭
抄
本　

二
姐
「
合
家
大
小
在
要
死
絕
」

　
　
　
　
　
　

陳
氏
「
合
家
大
小
多
清
結
」

浦
怡
雲
抄
本　

二
姐
「
合
家
大
小
尽
死
绝
」

　
　
　
　
　
　

陳
氏
「
合
家
大
小
多
清
潔
」

無
名
氏
抄
本　

二
姐
「
我
裡
娘
三
个
要
死
」

　
　
　
　
　
　

陳
氏
「
保
淂
合
家
平
安
」

　

呉
維
淞
抄
本
は
、
両
方
と
も
六
字
で
文
字
数
が
同
じ
だ
が
、

「
死
」
と
「
健
」
は
発
音
が
似
て
お
ら
ず
、
聞
き
違
い
が
な
ぜ
起

こ
っ
た
か
、
そ
の
理
由
が
わ
か
り
に
く
い
。
史
梅
亭
抄
本
は
「
絶
」

と
「
結
」
の
発
音
が
似
て
い
る
が
、
二
姐
の
こ
と
ば
が
字
余
り
で
、

文
字
数
が
異
な
る
。
浦
怡
雲
抄
本
は
、
両
方
七
字
で
文
字
数
が
同

じ
、「
絶
」
と
「
潔
」
で
発
音
が
似
て
い
る
。
史
梅
亭
抄
本
と
浦

怡
雲
抄
本
が
近
い
こ
と
は
、
開
巻
偈
と
同
じ
で
あ
る
。
無
名
氏
抄
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本
は
二
姐
、
陳
氏
と
も
に
、
セ
リ
フ
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
内
容

の
説
明
で
あ
る
。
こ
の
部
分
だ
け
に
注
目
す
れ
ば
、
無
名
氏
抄
本
、

呉
維
淞
抄
本
、
史
梅
亭
抄
本
、
浦
怡
雲
抄
本
の
順
に
、
こ
と
ば
遊

び
が
巧
緻
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　

次
に
、
二
姐
が
二
官
と
結
婚
し
て
迎
え
た
正
月
、
二
姐
が
あ
ろ

う
こ
と
か
、
不
吉
な
こ
と
ば
か
り
口
に
す
る
。
こ
の
部
分
を
、
浦

怡
雲
抄
本
に
よ
っ
て
み
よ
う
。
こ
こ
は
韻
文
で
示
さ
れ
る
。

猫

嗎
他
齋
猫
盤　

猫
の
こ
と
は
「
猫
を
供
え
る
皿（
？
）」

と
悪
く
言
う

吉
话
就
尽
萬
千
般　

何
千
何
万　

縁
起
の
悪
い
こ
と
ば
ば
か

り
を
口
に
す
る

草
绳
搃
呌
弔
杀
鬼　

わ
ら
縄
を
「
首
つ
り
妖
怪
」
と
い
つ
も

呼
ぶ

點
心
就
呌
粉
牲
糰　

お
菓
子
は
「
粉
の
い
け
に
え
団
子
」

竹
筷
到
說
矗
嘴
棒　

竹
の
は
し
は
「
口
突
き
棒
」

酒
瓶
呌
仔
行
粮
罐　

酒
瓶
は
「
携
帯
用
の
穀
物
缶
（
？
）」

油
盞
搃
称
豆
边
火　

油
の
ラ
ン
プ
は
「
枕
辺
の
火
」

房
子
牢
棚
說
不
完　

家
を
「
牢
屋
」
と
と
め
ど
が
な
い

丈
夫
呌
俚
急
傷
打　

亭
主
の
呼
び
名
は
「
乱
暴
も
の
」

阿
婆
呌
他
棺
材
萱　

姑
な
ら
ば
「
棺
桶
母
上
（
？
）」

走
出
走
進
無
好
話　

家
の
中
で
も
家
の
外
で
も
ろ
く
な
こ
と

を
言
い
ま
せ
ん

家
〻
生
〻
尽

完　

（
そ
の
う
え
に
）
家
の
中
の
あ
ら
ゆ
る

道
具
を
投
げ
つ
く
す

　

こ
こ
で
は
、
二
姐
に
よ
っ
て
「
も
の
の
言
い
換
え
」
が
行
わ
れ

て
い
る
。
そ
の
対
応
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。「
猫

」
が

「
齋
猫
盤
」、「
草
绳
」
が
「
弔
杀
鬼
」、「
點
心
」
が
「
粉
牲
糰
」、

「
竹
筷
」
が
「
矗
嘴
棒
」、「
酒
瓶
」
が
「
行
糧
罐
」、「
油
盞
」
が

「
豆
（
頭
）
边
火
」、「
房
屋
」
が
「
牢
棚
」、「
男
人
」
が
「
急
傷

打
」、「
阿
婆
」
が
「
棺
材
萱
」。
翻
訳
を
示
し
た
が
、
十
分
に
理

解
で
き
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
呉
方
言
の
た
め
で
は
な

く
、
こ
と
ば
遊
び
の
む
ず
か
し
さ
に
よ
る
。
日
常
の
な
ん
で
も
な

い
も
の
が
、
意
外
な
名
ま
え
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。

　

新
年
の
め
で
た
さ
を
ひ
っ
く
り
か
え
す
た
め
、
と
く
に
死
に
関

係
す
る
こ
と
ば
が
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
の
が
興
味
深
い
。
物
語

り
の
な
か
の
人
々
に
と
っ
て
は
聞
き
た
く
な
い
も
の
だ
が
、
物
語

り
の
外
に
い
て
こ
の
話
し
を
聴
く
人
々
に
は
、
こ
の
「
ず
れ
」
は

お
も
し
ろ
お
か
し
い
も
の
と
し
て
感
得
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。

　

呉
維
淞
抄
本
は
こ
の
く
だ
り
を
欠
い
て
い
る
。
無
名
氏
抄
本
は

「
一
个
新
年
並
無
一
句
好
話
（
新
年
だ
と
い
う
の
に
よ
い
こ
と
は
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ひ
と
つ
も
い
わ
ず
）」
と
い
う
が
、
こ
の
韻
文
を
欠
く
。
史
梅
亭

抄
本
は
、
浦
怡
雲
抄
本
と
同
じ
と
考
え
て
よ
い
が
、
次
の
異
同
が

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
浦
怡
雲
抄
本
の
「
嗎
」
が
「
罵
」
に
、「
吉
」

が
「
肫
」
に
、「
就
」
が
「
说
」
に
、「
酒
瓶
呌
仔
行
粮
罐
」
が
「
碗

瓶
呌
做
更
飯
碗
」
に
、「
豆
」
が
「
頭
」
に
、「
房
子
牢
棚
說
不

完
」
が
「
房
屋
就
呌
水
車
棚
（
下
三
字
の
横
に
「
野
猪
圈
」
の
書

き
こ
み
あ
り
）」
に
、「
丈
夫
呌
俚
」
が
「
男
人
搃
呌
」
に
、「
阿

婆
呌
他
」
が
「
阿
婆
搃
呌
」
に
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
も
ま
た
、

史
梅
亭
抄
本
と
浦
怡
雲
抄
本
が
近
く
、
娯
楽
化
、
世
俗
化
が
進
ん

で
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

　

『
姑
嫂
双
修
宝
巻
』
の
二
姐
の
悪
辣
な
言
動
の
描
写
は
、
現
実

の
生
活
の
中
で
口
舌
に
よ
っ
て
ト
ラ
ブ
ル
を
起
こ
す
女
性
が
多
か

っ
た
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
は

な
い
だ
ろ
う
。
中
国
の
口
頭
の
芸
能
で
は
、「
快
嘴
（
早
口
）」
の

女
性
が
し
ば
し
ば
登
場
す
る
。
た
と
え
ば
、
伝
統
演
劇
で
は
、
滑

稽
な
女
性
役
で
あ
る｢

彩
旦｣

が
こ
れ
を
よ
く
演
じ
る
。
ま
た
、

白
話
小
説
で
は
「
快
嘴
李
翠
蓮
」（『
清
平
山
堂
話
本
』
に
収
め
ら

れ
る
）
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。「
快
嘴
」
は
内
容
が
お
も
し
ろ

い
上
に
、
芸
人
や
役
者
が
「
声
の
技
」
を
披
露
す
る
こ
と
が
で
き

る
と
い
う
、
上
演
上
の
大
き
な
利
点
が
あ
る
。
観
客
に
と
っ
て
も
、

素
晴
ら
し
い
技
を
見
る
の
は
、
と
て
も
気
持
ち
の
よ
い
も
の
で
あ

る
。
ま
た
、
二
姐
の
「
快
嘴
」
に
は
、
宣
巻
人
が
、
自
分
の
芸
の

レ
ベ
ル
の
高
さ
を
示
す
目
的
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
日
常
生

活
で
ほ
と
ん
ど
使
わ
な
い
こ
と
ば
が
、
早
口
で
演
じ
ら
れ
る
。
こ

の
部
分
は
、「
般
」、「
糰
」、「
碗
」、「
棚
」、「
萱
」、「
完
」
と
き

れ
い
に
押
韻
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
が
一
体
と
な
っ
て
、
聴
覚
的
な

効
果
が
高
ま
る
。
こ
の
よ
う
な
部
分
は
、
宝
巻
の
中
の
ひ
と
つ
の

見
せ
場
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

　

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
宝
巻
を
う
た
い
語
る
宣
巻
は
現
地
の
発

音
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
が
、
用
い
ら
れ
て
い
る
テ
キ
ス
ト
、

す
な
わ
ち
宝
巻
は
、
官
話
化
さ
れ
て
い
る
も
の
が
大
半
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
現
代
の
宣
巻
人
、
江
蘇
省
呉
江
の
朱
火
生
所
有
の

「
劉
王
巻
」
の
テ
キ
ス
ト
が
『
中
国
農
村
の
民
間
藝
能
』
に
収
録

さ
れ
て
い
る）

（（
（

。
そ
こ
で
は
、
劉
猛
将
の
父
と
再
婚
し
、
劉
猛
将
を

い
じ
め
る
朱
三
姐
が
、
悪
辣
な
女
性
と
し
て
登
場
す
る
。
そ
の
セ

リ
フ
は
、
ス
ト
ー
リ
ー
を
展
開
す
る
上
で
必
要
な
セ
リ
フ
と
い
う

域
を
出
ず
、
読
む
か
ぎ
り
に
お
い
て
は
二
姐
の
セ
リ
フ
ほ
ど
精
彩

が
な
い
。
し
か
し
、
朱
火
生
の
「
劉
王
巻
」
に
は
上
演
用
メ
モ
が

あ
り
、
朱
三
姐
の
セ
リ
フ
の
前
に
は
、
表
情
や
手
の
動
き
な
ど
に

つ
い
て
、
と
く
に
多
く
の
メ
モ
が
記
さ
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
数

字
を
挙
げ
れ
ば
、
朱
三
姐
の
セ
リ
フ
、
全
十
六
か
所
の
う
ち
、
約

三
分
の
二
、
十
カ
所
の
セ
リ
フ
の
前
に
、
メ
モ
が
あ
る
。
聞
き
取
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り
調
査
に
よ
れ
ば）

（（
（

、
朱
火
生
は
か
な
り
人
気
の
あ
る
宣
巻
人
で
あ

っ
た
と
い
う
。
朱
火
生
の
「
劉
王
巻
」
は
文
字
で
読
む
と
あ
ま
り

お
も
し
ろ
く
な
い
が
、
朱
火
生
に
よ
っ
て
演
じ
ら
れ
る
と
ユ
ー
モ

ア
の
要
素
が
加
わ
り
、
娯
楽
性
が
高
ま
っ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
考
え
れ
ば
、
逆
に
『
姑
嫂
双
修
宝
巻
』
は
、
テ
キ

ス
ト
と
し
て
の
お
も
し
ろ
さ
を
意
識
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
る
。

第
二
節　

内
容
の
ユ
ー
モ
ア

　

『
姑
嫂
双
修
宝
巻
』
は
全
篇
に
ユ
ー
モ
ア
の
要
素
が
み
ら
れ
る

が
、
突
出
し
た
場
面
と
し
て
、
二
姐
の
結
婚
準
備
の
場
面
と
猫
を

殺
す
場
面
を
見
よ
う
。
ま
ず
、
二
姐
の
結
婚
準
備
の
場
面
、
二
姐

の
嫁
入
り
道
具
に
つ
い
て
、
兄
大
官
と
嫂
陳
氏
の
ふ
た
り
の
間
で

交
わ
さ
れ
る
会
話
で
あ
る
。

大
官
説
道
、
娘
子
、
日
脚
到
哉
、
一
息
不
存
端
正
、
舍
个
物

事
拉
裡
那
處
。
陈
氏
道
、
丈
夫
、
様
色
不
办
、
姑
娘
要
挑
撥

弄
哄
相
成
抖
嗎
、
去
買
両
刀
纸

居
来
、
釘
两
本
簿
子
、
拿

里
日
長
世
久
个
性
事
〻
非
〻
、
情
〻
節
〻
、
計
在
簿
子
上
。

一
號
計
開
子
、
再
買
一
只
官
箱
、
鎖
好
子
没
算
装
奩
个
哉
。

二
官
（
筆
者
校
：
当
作
大
官
）
道
、
娘
子
説
話
到
也
不
差
、

正
梗
没
哉
。

大
官
は
こ
う
言
い
ま
し
た
。「
な
あ
、
も
う
す
ぐ
（
婚
礼
の
）

日
が
や
っ
て
く
る
が
、
準
備
が
ぜ
ん
ぜ
ん
で
き
て
へ
ん
。
ど

な
い
な
も
ん
を
、
ど
こ
で
用
意
し
た
ら
え
え
や
ろ
か
。」
陳

氏
は
言
い
ま
し
た
。「
あ
ん
た
、
ち
ゃ
ん
と
せ
ん
と
、
妹
が

文
句
言
う
て
ひ
と
騒
動
に
な
り
ま
す
。
紙
を
二
百
枚
買
う
て

き
て
来
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
で
二
冊
の
目
録
を
作
り
ま
し
ょ

う
。
そ
こ
に
今
ま
で
長
い
こ
と
、
二
姐
が
言
う
て
き
た
こ
と

し
て
き
た
こ
と
、
あ
れ
や
ら
こ
れ
や
ら
み
ん
な
書
く
ん
で
す
。

全
部
書
い
た
ら
、
大
き
い
箱
（
？
）
を
ひ
と
つ
買
う
て
、

（
目
録
を
入
れ
て
）
鍵
か
け
ま
し
ょ
。
こ
れ
で
嫁
入
り
道
具

に
な
り
ま
す
や
ろ
。」
大
官
は
言
い
ま
し
た
。「
お
前
の
言
う

通
り
や
。
そ
う
し
ょ
う
」。

大
官
即
便
往
街
坊　
　

大
官
は
す
ぐ
町
に
出
て

纸
花
店
上
办
嫁
装　
　

嫁
入
り
道
具
の
準
備
の
た
め
に
紙
屋

さ
ん
へ
行
き
ま
し
た

别
人
家
嫁
装
木
匠
做　

よ
そ
の
家
の
嫁
入
り
道
具
は
家
具
屋

さ
ん
に
作
っ
て
も
ら
う

吾
里
嫁
装
請
先
生　
　

う
ち
の
家
の
嫁
入
り
道
具
は
字
の
書

け
る
人
に
お
願
い
を
す
る

个
性
相
嗎
个
説
話
事
情
先
生
冩
得
團
團
轉
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二
姐
が
言
っ
た
悪
口
を
書
く
の
に
先

生
大
忙
し

扛
扛
十
日
苦
心
膓　
　

ち
ょ
う
ど
十
日
苦
心
し
て

冩
就
簿
子
三
十
本　
　

書
い
た
目
録
三
十
冊

收
收
壹
管
箱　
　
　
　

大
き
な
木
箱
が
ひ
と
つ
ぶ
ん

十
二
月
念
四
好
日
到　

十
二
月
二
十
四
日
の
婚
礼
の
日
が
や

っ
て
き
て

姜
家
轎
子
娶
新
娘　
　

姜
家
の
輿
が
新
婦
を
迎
え
に
や
っ
て

来
た

　

こ
こ
に
も
「
日
脚
」「
拉
裡
」
を
は
じ
め
、
呉
方
言
が
多
く
含

ま
れ
て
い
る
。
ふ
た
り
の
相
談
は
、
は
じ
め
、
差
し
迫
っ
た
真
剣

な
も
の
に
見
え
る
。
時
間
が
迫
っ
て
い
る
、
二
姐
が
怒
る
か
も
し

れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
解
決
方
法
は
と
て
も
い
い
か
げ
ん
な
も

の
で
あ
る
。
そ
の
落
差
が
、
ユ
ー
モ
ア
と
し
て
作
用
す
る
。

　

嫂
の
陳
氏
は
、
二
姐
が
い
ま
ま
で
言
っ
た
悪
口
や
行
っ
た
す
べ

て
の
悪
行
の
目
録
を
合
計
二
百
枚
の
紙
に
記
帳
し
、
木
箱
に
入
れ

よ
う
と
考
え
た
。
大
官
も
そ
れ
が
い
い
と
言
い
、
字
の
書
け
る

「
先
生
」
に
依
頼
し
た
。
す
る
と
、
十
日
間
か
か
っ
て
、
三
十
冊

も
の
帳
面
が
で
き
あ
が
っ
た
。
こ
の
部
分
の
前
半
に
は
、「
两
刀
」、

「
官
箱
」
と
い
う
こ
と
ば
が
用
い
ら
れ
、
後
半
で
は
、「
冩
得
団

団
転
」、「
十
日
」、「
三
十
本
」、「
足
足
壹
管
箱
」
と
い
う
誇
張
表

現
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
誇
張
の
程
度
が
後
に
な

る
ほ
ど
高
く
な
る
と
、
お
も
し
ろ
さ
が
そ
れ
だ
け
増
す
こ
と
に
な

る
。

　

こ
こ
で
、
ひ
と
つ
気
が
つ
く
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
宝
巻
の
冒
頭

部
分
に
は
、
陳
氏
の
性
格
に
つ
い
て
、「
と
て
も
従
順
で
孝
行
な

人
で
し
た
。
母
親
の
代
か
ら
肉
食
を
避
け
、
信
仰
の
生
活
と
念
仏

を
と
て
も
好
ん
で
い
ま
し
た
（
極
其
孝
順
、
自
小
娘
家
吃
胎
裡
素

个
、
最
喜
修
行
念
佛
）」
と
描
写
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
善

良
で
敬
虔
な
陳
氏
が
、
母
親
を
亡
く
し
た
二
姐
の
親
代
わ
り
に
な

ら
な
く
て
は
い
け
な
い
場
面
で
あ
る
。
い
く
ら
お
金
が
な
く
て
も
、

二
姐
の
一
生
に
一
回
の
嫁
入
り
の
た
め
、
精
一
杯
の
こ
と
を
す
る

は
ず
だ
。
中
国
で
は
こ
れ
が
一
般
的
な
考
え
か
た
で
あ
る
。
し
か

し
、
陳
氏
は
、
二
姐
が
い
ま
ま
で
行
っ
た
す
べ
て
の
悪
行
や
言
っ

た
悪
口
の
目
録
を
十
日
間
か
か
っ
て
、
百
枚
×
三
十
冊
の
帳
簿
に

書
い
て
、
木
箱
に
入
れ
、
こ
れ
を
嫁
入
り
道
具
と
し
た
、
と
い
う
。

こ
れ
は
矛
盾
し
て
い
る
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
こ
と
に
な
っ
て
い
る

の
だ
ろ
う
か
。

　

こ
の
嫁
入
り
道
具
は
、
の
ち
に
、
二
姐
が
隣
人
で
あ
る
二
お
ば

さ
ん
を
や
り
こ
め
る
と
き
に
登
場
す
る
の
で
、
物
語
り
に
必
要
な

も
の
で
あ
る
。
人
物
形
象
か
ら
す
る
と
、
主
体
性
の
な
い
大
官
が
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こ
れ
を
提
案
す
る
の
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
。
そ
こ
で
、
陳
氏
が
提

案
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
意
外
性
は
、
お
も
し
ろ

い
と
感
じ
ら
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
陳
氏
の
こ
の
行
動

は
、
聴
衆
た
ち
に
親
近
感
を
抱
か
せ
、
逆
に
、
の
ち
に
こ
の
よ
う

な
陳
氏
が
二
姐
と
と
も
に
信
仰
に
励
ん
で
昇
天
す
る
、
つ
ま
り
、

こ
の
宝
巻
の
名
称
「
姑
嫂
双
修
宝
巻
」
の
と
お
り
に
な
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
信
仰
の
宣
揚
の
効
果
が
よ
り
増
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

次
に
、
こ
の
宝
巻
の
ブ
ラ
ッ
ク
ユ
ー
モ
ア
を
よ
く
表
す
、
猫
殺

し
の
場
面
を
み
て
み
よ
う
。
猫
を
殺
す
の
は
、
二
姐
で
は
な
く
、

二
姐
の
姑
で
あ
り
二
官
の
母
親
で
あ
る
姜
氏
で
あ
る
。
姜
氏
と
二

官
は
、
二
姐
を
離
縁
し
よ
う
と
仲
人
に
相
談
す
る
こ
と
に
決
め
、

二
官
は
仲
人
を
も
て
な
す
た
め
の
食
材
を
買
っ
て
く
る
。
こ
れ
を

か
ま
ど
の
上
に
お
い
て
お
い
た
と
こ
ろ
、
隣
の
猫
が
魚
を
食
べ
て

し
ま
っ
た
。
原
文
を
見
て
み
よ
う
。

老
太
婆
心
忙

乱
、
忘
記
子
灶
上
篮
裡
東
道
三
哉
。
恰
正
隔

壁
甕
鼻
頭
二
阿
叔
、
厾
个
一
只
猫
跳

来
、
啣
子
去
哉
。
老

太
婆
勤
〻
曉
淂
吃
得
干
〻
尽
、
怒
氣
冲
天
、
就
拉
灶
上
搶
一

把
刀
、
拿
只
猫
一
摲
两
爿
。
二
嬸
嬸
扛
〻
听
見
、
要
想
尋
陶

氣
、
搃
無
豆
緒
（
？
）、
想
子
半
日
、
吓
、
有
裡
哉
。
前
日

子
借
把
鏟
刀
不
尽
还
个

、
推
豆
还
鏟
刀

去
尋
相
嗎
哉
。

慌
忙
走
淂
去
、
呌
道
、
阿
姆
、
还
子
你
一
把
鏟
刀
、
〻
〻
柄

壞
落
个
哉
。
吾
原
耒
搭
你
放
拉
灶
上
去
罷
。

お
ば
あ
さ
ん
は
慌
て
て
、
か
ま
ど
の
上
の
か
ご
の
中
に
入
れ

た
ご
馳
走
の
材
料
の
こ
と
を
忘
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
時
、

隣
の
で
か
鼻
の
二
お
じ
さ
ん
の
猫
が
家
を
抜
け
出
し
、
跳
び

こ
ん
で
来
て
、
そ
の
ご
馳
走
の
材
料
を
食
べ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
お
ば
あ
さ
ん
が
気
が
つ
い
た
時
に
は
、
も
う
き
れ
い
に

食
べ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。（
お
ば
あ
さ
ん
は
）
怒
髪
天
を
衝

く
ほ
ど
に
怒
り
、
か
ま
ど
の
上
か
ら
包
丁
を
取
り
、
猫
を
ま

っ
ぷ
た
つ
に
斬
り
ま
し
た
。（
猫
の
主
人
で
あ
る
）
二
お
ば

さ
ん
は
そ
れ
を
聞
き
つ
け
、
喧
嘩
を
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た

が
、
や
っ
て
来
る
き
っ
か
け
が
あ
り
ま
せ
ん
。「
あ
、
そ
や
。

ち
ょ
っ
と
前
に
借
り
た
ス
コ
ッ
プ
、
ま
だ
返
し
て
へ
ん
か
っ

た
。
ス
コ
ッ
プ
を
返
し
に
来
た
っ
ち
ゅ
う
こ
と
に
し
て
、
喧

嘩
し
た
ろ
」
そ
う
言
う
と
、
急
い
で
隣
に
行
き
ま
し
た
。

「
お
ば
ち
ゃ
ん
、
あ
ん
た
の
ス
コ
ッ
プ
返
し
に
来
た
で
。
ス

コ
ッ
プ
の
取
っ
手
壊
れ
て
る
け
ど
、
か
ま
ど
の
上
に
お
い
と

く
わ
な
。」

嬸
〻
推
门
到
灶
前　

お
ば
さ
ん
が
ド
ア
を
開
け
か
ま
ど
の
前

に
行
っ
た
と
こ
ろ

一
只
猫
糜
两

边　

一
匹
の
猫
の
開
き
が
で
き
て
い
た
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鲜
血
淋
〻
真
可
惜　

血
が
ダ
ラ
ダ
ラ
流
れ
て
か
わ
い
そ
う

等
時
火
冒
就

言　

た
ち
ま
ち
怒
っ
て
こ
う
言
っ
た

吃
落
魚
耒
還
你
肉　

魚
を
食
べ
た
ら
肉
を
返
せ
ば
い
い
だ
ろ

う

任
憑
能
算
几
化
錢　

た
い
し
た
お
金
じ
ゃ
な
い
だ
ろ
う

就
拿
鏟
刀
一
陳
　

ス
コ
ッ
プ
も
っ
て
振
り
お
ろ
し

油
塩

子
一
灶
前　

か
ま
ど
の
前
に
油
も
塩
も
ぶ
っ
ち
ら
か

し
た

碗
盞
壺
瓶
多

碎　

碗
や
杯　

急
須
も
瓶
も
み
な
割
れ
た

鑊
子
打
碎
不
連
牵　

鍋
も
こ
わ
れ
て
つ
な
が
ら
ず

篮
裡
東
西
尽
摌
落　

か
ご
の
中
味
も
ぜ
ん
ぶ
す
っ
か
り
落
ち

て
い
る

鄉
隣
擁
子
一
罷
擺
連　

近
所
の
人
が
ゾ
ロ
ゾ
ロ
来
て

口
〻
声
声
張

甲　

み
な
口
々
に
岡
っ
引
き
を
呼
び
に
行
く

官
私
要
打
二
三
年　

裁
判
し
た
ら
三
年
が
か
り

个
只
花
猫
天
下
少　

こ
の
猫
は
世
に
珍
し
い

猫
児
雖
小
值
銅
錢　

小
さ
い
猫
だ
が
値
段
が
高
い

　

こ
の
場
面
は
、『
姑
嫂
双
修
宝
巻
』
の
四
種
類
の
テ
キ
ス
ト
す

べ
て
に
含
ま
れ
て
い
る
。
史
梅
亭
抄
本
は
、
字
句
の
異
同
は
あ
る

が
、
こ
の
浦
怡
雲
抄
本
と
ほ
ぼ
同
じ
と
い
っ
て
よ
い
。
無
名
氏
抄

本
は
字
数
が
か
な
り
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
呉
維
淞
抄
本
に
は
韻

文
が
な
い
。

　

こ
の
部
分
は
、
な
ぜ
、
ど
の
よ
う
に
ユ
ー
モ
ア
な
の
だ
ろ
う
か
。

　

ま
ず
、
猫
が
し
た
こ
と
と
姜
氏
が
し
た
こ
と
の
つ
り
あ
い
が
取

れ
て
い
な
い
。
猫
は
た
だ
姜
氏
の
魚
を
食
べ
た
だ
け
で
あ
る
。
猫

の
飼
い
主
で
あ
る
二
お
ば
さ
ん
の
言
う
と
お
り
、
こ
れ
は
肉
で
弁

償
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
猫
を
殺
す
必
要
は
な
い
。
し
か
し
、

二
官
の
母
親
は
何
も
聞
か
ず
に
、
す
ぐ
猫
を
ま
っ
ぷ
た
つ
に
斬
っ

た
。
猫
を
瞬
時
に
「
両
辺
開
」
す
る
の
は
、
じ
っ
さ
い
に
は
ほ
と

ん
ど
不
可
能
な
こ
と
で
あ
る
。
現
実
に
起
こ
っ
た
と
想
像
し
て
み

る
と
、
か
な
り
グ
ロ
テ
ス
ク
で
残
酷
な
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
不

可
能
性
が
こ
の
場
面
を
戯
画
化
し
、
ユ
ー
モ
ア
に
し
て
い
る
と
思

わ
れ
る
。

　

次
に
、
猫
と
人
間
の
つ
り
あ
い
が
取
れ
て
い
な
い
。
猫
は
魚
を

食
べ
て
、
人
間
に
対
し
て
悪
い
こ
と
を
し
た
。
本
来
は
猫
の
飼
い

主
に
弁
償
を
し
て
も
ら
う
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
二
官
の

母
親
は
猫
を
罰
し
た
。
こ
の
、「
怒
髪
天
を
衝
く
ほ
ど
に
怒
り
、

か
ま
ど
の
上
か
ら
包
丁
を
取
り
、
猫
を
ま
っ
ぷ
た
つ
に
斬
り
ま
し

た
（
怒
氣
冲
天
、
就
拉
灶
上
搶
一
把
刀
、
拿
只
猫
一
摲
两
爿
）」

と
い
う
の
は
、
人
間
と
人
間
の
闘
い
の
描
写
と
同
じ
で
あ
る
。
こ

う
し
た
「
ず
れ
」
が
ユ
ー
モ
ア
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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こ
の
猫
を
殺
す
場
面
の
あ
と
、
二
官
の
母
親
と
二
お
ば
さ
ん
の

口
げ
ん
か
が
あ
っ
て
、
最
後
に
二
姐
が
出
て
き
て
、
そ
の
弁
舌
に

よ
っ
て
二
お
ば
さ
ん
を
や
り
こ
め
る
。
こ
こ
は
二
姐
の
「
快
嘴
」

の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
で
、
二
官
の
母
親
と
二
お
ば
さ
ん
の
口
論
も

あ
わ
せ
、
宣
巻
人
は
そ
の
口
の
技
を
存
分
に
発
揮
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
猫
を
殺
す
場
面
は
、
そ
れ
を
導
き
出
す
た
め
に
つ
く
ら
れ

た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
こ
の
場
面
そ
の
も
の

も
生
き
生
き
と
し
て
、
ユ
ー
モ
ア
の
表
現
に
な
っ
て
い
る
。

　

「
ず
れ
」
あ
る
い
は
「
不
つ
り
あ
い
」「
不
均
衡
」
は
、
ユ
ー

モ
ア
に
つ
な
が
る
。
ユ
ー
モ
ア
と
は
、
私
た
ち
が
見
慣
れ
た
も
の

や
こ
と
が
ら
を
、
意
識
的
に
表
現
し
な
お
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ

の
「
ず
れ
」
を
顕
在
化
さ
せ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
人
の
笑
い
を
引
き

起
こ
そ
う
と
す
る
表
現
形
式
で
あ
る
。
こ
の
場
面
の
「
ず
れ
」
が

そ
の
好
例
で
あ
る
し
、
さ
き
の
嫁
入
り
道
具
の
お
も
し
ろ
さ
も
、

ま
た
「
ず
れ
」
に
よ
っ
て
説
明
可
能
で
あ
る
。
さ
ら
に
、『
姑
嫂

双
修
宝
巻
』
全
体
を
つ
ら
ぬ
く
二
姐
の
悪
辣
毒
舌
ぶ
り
そ
の
も
の

が
、
日
常
の
秩
序
か
ら
「
ず
れ
」
て
お
り
、
ユ
ー
モ
ア
に
な
っ
て

い
る
。

お
わ
り
に

　

以
上
、『
姑
嫂
双
修
宝
巻
』
に
つ
い
て
、
浦
怡
雲
抄
本
を
底
本

と
し
て
、
他
の
三
種
の
テ
キ
ス
ト
も
参
照
し
な
が
ら
、
ユ
ー
モ
ア

に
焦
点
を
あ
て
て
考
察
し
た
。

　

は
じ
め
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
宝
巻
は
本
来
、
信
仰
の
宣
揚
を

目
的
と
す
る
文
学
で
あ
る
か
ら
、
主
人
公
の
苦
難
、
信
仰
、
そ
し

て
救
済
を
描
く
こ
と
が
も
っ
と
も
重
要
で
あ
る
。
し
か
し
、『
姑

嫂
双
修
宝
巻
』
で
は
、
信
仰
と
救
済
は
背
後
に
退
い
て
、
二
姐
と

い
う
じ
ゃ
じ
ゃ
馬
娘
の
言
動
と
そ
れ
が
巻
き
お
こ
す
騒
動
を
描
写

す
る
こ
と
が
中
心
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
特
徴
は
と
り
わ
け
、
浦

怡
雲
抄
本
と
史
梅
亭
抄
本
に
は
っ
き
り
表
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
つ

ま
り
、
こ
の
宝
巻
が
世
俗
化
し
、
娯
楽
化
し
た
も
の
で
あ
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

　

宝
巻
は
、
宗
教
的
な
場
か
ら
生
ま
れ
た
文
学
で
は
あ
る
が
、
口

頭
の
芸
能
の
テ
キ
ス
ト
で
も
あ
り
、
も
と
も
と
、
お
も
し
ろ
お
か

し
い
部
分
、
ユ
ー
モ
ア
の
要
素
を
も
っ
て
い
た
に
ち
が
い
な
い
。

そ
れ
は
、
現
存
す
る
テ
キ
ス
ト
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
き
も
あ
れ

ば
、
テ
キ
ス
ト
に
な
く
て
も
宣
巻
人
の
即
興
に
よ
っ
て
演
じ
ら
れ

た
こ
と
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
ま
じ
め
な
文
脈
に
ユ
ー
モ
ア
の
要
素
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が
散
見
さ
れ
る
こ
と
は
、
む
し
ろ
、
宝
巻
の
特
徴
で
あ
っ
た
。

『
姑
嫂
双
修
宝
巻
』
は
そ
の
部
分
を
表
に
出
し
、
定
着
さ
せ
、
拡

大
し
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
宝
巻
の
ほ
と
ん

ど
、
と
り
わ
け
清
の
後
期
の
宝
巻
は
世
話
も
の
で
あ
り
、
も
と
も

と
、
信
仰
の
世
界
と
あ
わ
せ
て
、
日
常
生
活
の
描
写
な
ど
卑
近
な

世
界
を
活
写
す
る
こ
と
を
得
意
と
し
て
い
た
。
そ
れ
を
背
景
に
、

二
姐
と
い
う
人
物
を
主
人
公
に
し
て
展
開
さ
せ
た
の
が
、
こ
の
宝

巻
な
の
で
あ
る
。
聴
衆
に
は
、
ど
ん
な
ひ
ど
い
こ
と
を
し
て
も
、

二
姐
が
最
後
に
改
心
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
と
す
れ
ば
、

二
姐
の
度
を
越
し
た
惡
辣
や
毒
舌
は
、
秩
序
か
ら
の
逸
脱
と
し
て

解
放
感
を
与
え
た
に
相
違
な
い
。

だ
か
ら
と
い
っ
て
、
こ
の
宝
巻
が
す
っ
か
り
娯
楽
に
な
っ
て
い

る
か
と
い
え
ば
、
そ
れ
は
ち
が
う
。
こ
の
宝
巻
に
お
い
て
も
、
救

済
が
用
意
さ
れ
て
い
る
か
ら
だ
。
し
か
し
、
見
落
と
し
て
は
い
け

な
い
の
は
、
題
名
の
「
双
」
と
「
修
」
の
う
ち
、
明
ら
か
に
「
双
」

に
力
点
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
日
常
道
徳

で
あ
る
、
嫂
と
小
姑
が
仲
睦
ま
じ
く
あ
る
こ
と
が
、
こ
の
宝
巻
で

は
救
い
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
信
仰
は
背
後
に
退
い
て
、
日
常
道

徳
の
教
化
、
娯
楽
の
提
供
が
強
調
さ
れ
た
も
の
、
そ
れ
が
、『
姑

嫂
双
修
宝
巻
』
な
の
で
あ
る
。

註（
1
）　

車
鍚
倫
『
中
国
宝
巻
研
究
』　

第
一
章　

中
国
宝
巻
概
述　

二
、

宝
巻
的
分
類
。
五
─
十
六
頁
。（　

）
は
筆
者
に
よ
る
。

（
2
）　

車
錫
倫
『
中
国
宝
巻
総
目
』
六
十
三
─
六
十
四
頁
、
整
理
番
号

〇
二
九
一
。

（
3
）　
『
宝
巻　

初
集
』
第
三
十
九
冊
、
一
九
二
─
二
三
二
頁
、『
民
間

宝
巻
』
第
十
四
冊
、
一
二
三
─
一
三
三
頁
。
た
だ
し
、『
民
間
宝

巻
』
で
は
、
一
三
九
頁
と
一
四
〇
頁
が
重
複
（
一
頁
は
も
と
の

宝
巻
の
二
葉
に
相
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
）、
そ
の
た
め
、
あ
と

の
一
頁
分
（『
宝
巻　

初
集
』
第
三
十
九
冊
の
二
二
〇
─
二
二
三

頁
に
あ
た
る
）
が
脱
落
し
て
い
る
。

（
4
）　

顧
希
佳
「
紹
興
安
昌
宣
巻
調
査
」
三
、
安
昌
宣
巻
の
文
化
特
徴　

㈠
世
俗
性　

㈡
地
方
性　

参
照
。

（
5
）　

澤
田
瑞
穂
『
増
補　

宝
巻
の
研
究
』
第
一
部　

宝
巻
序
説　

第

六
章　

宝
巻
の
構
造
と
詞
章　

─
新
宝
巻　

五
十
九
─
六
十
頁

参
照
。
た
だ
し
、
こ
こ
に
「
光
緒
・
民
国
期
の
も
の
に
は
こ
れ

（
筆
者
注
：
呉
語
で
書
か
れ
た
宝
巻
）
が
相
当
に
あ
っ
て
、
弾

詞
と
と
も
に
呉
語
文
学
の
一
群
を
な
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ

れ
は
主
と
し
て
呉
語
に
よ
る
弾
詞
を
そ
の
ま
ま
に
改
作
し
た
こ

と
か
ら
生
じ
た
現
象
で
あ
る
」
と
い
う
の
は
、
少
な
く
と
も
こ

の
『
姑
嫂
双
修
宝
巻
』
に
は
あ
て
は
ま
ら
な
い
。

（
6
）　

原
文
の
引
用
に
さ
い
し
て
は
可
能
な
限
り
も
と
の
字
体
に
合
わ

せ
た
。
句
読
は
筆
者
に
よ
る
。

（
7
）　

こ
れ
以
下
、
呉
方
言
の
あ
と
（　

）
で
置
き
換
え
可
能
な
普
通

話
を
示
す
。
呉
方
言
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
石
汝
傑
・
宮
田
一

郎
『
明
清
呉
方
言
詞
典
』、
お
よ
び
閔
家
驥
・
范
暁
・
朱
川
・
張
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嵩
岳
『
簡
明
呉
方
言
詞
典
』
を
参
照
し
、
こ
れ
ら
の
辞
典
に
な

い
も
の
は
、
上
海
で
生
ま
れ
育
っ
た
筆
者
の
解
釈
あ
る
い
は
推

測
に
よ
っ
た
。

（
8
）　

翻
訳
は
松
家
裕
子
『
杏
花
宝
巻　

─
楽
善
堂
版
日
本
語
訳
』
に

よ
る
。

（
9
）　

原
文
は
顧
希
佳
「
紹
興
安
昌
宣
巻
調
査
」、
翻
訳
は
顧
希
佳
著
、

松
家
裕
子
・
仇
俊
訳
「
紹
興
安
昌
の
宣
巻
調
査
」
に
よ
る
。

（
10
）　

し
か
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
呉
維
淞
抄
本
に
は
宗
教
的
な
性
格

が
な
い
、
あ
る
い
は
う
す
い
、
と
す
ぐ
に
結
論
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
宝
巻
を
う
た
い
か
た
る
さ
い
に
は
、
宗
教
的
な
き
ま

り
文
句
は
テ
キ
ス
ト
に
記
さ
れ
な
い
こ
と
も
多
く
、
開
巻
偈
が

な
い
こ
と
は
、
む
し
ろ
、
こ
の
テ
キ
ス
ト
が
宗
教
的
な
場
で
生

き
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。

（
11
）　

ふ
た
つ
の
テ
キ
ス
ト
間
の
異
同
は
以
下
の
と
お
り
（
以
下
、
史

梅
亭
抄
本
、
浦
怡
雲
抄
本
の
順
に
示
す
）。「
從
来
」
と
「
原
來
」、

「
和
合
少
」
と
「
和
合
好
」、「
媳
婦
」
と
「
新
婦
」、「
冤
家
」

と
「
冤
嫁
」
で
あ
る
。

（
12
）　

佐
藤
仁
史
ほ
か『
中
国
農
村
の
民
間
藝
能
』
第
Ⅲ
部　

宝
巻
篇
、

朱
火
生
氏
宝
巻
、
５
「
劉
王
巻
」
三
三
五
─
三
四
九
頁
。

（
13
）　
『
中
国
農
村
の
民
間
藝
能
』
第
Ⅱ
部　

口
述
記
録
篇
、
口
述
記
録
、

2
朱
火
生
1
、
お
よ
び
3
朱
火
生
2
、
一
〇
九
─
一
四
一
頁
。

参
考
文
献
一
覧

高
可
・
宋
軍
・
張
希
舜
・
濮
文
起
『
宝
巻　

初
集
』
第
三
十
九
冊
・
第

二
十
八
冊
、
山
西
人
民
出
版
社

周
燮
藩
主
編
、
濮
文
起
分
巻
主
編
『
民
間
宝
巻
』
第
十
四
冊
、
黄
山
書
社
、

二
〇
〇
五
年

車
錫
倫
『
中
国
宝
巻
研
究
』
広
西
師
範
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年

車
錫
倫
『
中
国
宝
巻
総
目
』
北
京
燕
山
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年

鄭
振
鐸
『
中
国
俗
文
学
史
』
上
海
書
店
、
一
九
八
四
年
（
商
務
印
書
館
、

一
九
三
八
年
の
影
印
）

陸
永
峰
・
車
錫
倫
『
靖
江
宝
巻
研
究
』
社
会
科
学
文
献
出
版
社
、
二
〇

〇
八
年

朱
海
濱
『
祭
祀
政
策
与
民
間
信
仰
変
遷　

─
近
世
浙
江
民
間
信
仰
研
究
』

復
旦
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年

澤
田
瑞
穗
『
増
補　

宝
巻
の
研
究
』
国
書
刊
行
会
、
一
九
七
五
年

佐
藤
仁
史
・
太
田
出
・
藤
野
真
子
・
緒
方
賢
一
・
朱
火
生
『
中
国
農
村

の
民
間
芸
能　

─
太
湖
流
域
社
会
史
口
述
記
録
集
2
』汲
古
書
院
、

二
〇
一
一
年

石
汝
傑
・
宮
田
一
郎
『
明
清
呉
語
詞
典
』
上
海
辞
書
出
版
社
、
二
〇
〇

五
年

閔
家
驥
・
范
暁
・
朱
川
・
張
嵩
岳
『
簡
明
呉
方
言
詞
典
』
上
海
辞
書
出

版
社
、
一
九
八
五
年

松
家
裕
子
『
杏
花
宝
巻　

─
楽
善
堂
版
日
本
語
訳
』（『
中
国
近
世
唱
導

文
藝
研
究　

─
江
南
地
区
に
お
け
る
実
態
調
査
』
二
〇
〇
九
年

度
科
学
研
究
費
・
基
盤
研
究
（
Ｃ
）、
研
究
代
表
者
：
松
家
裕
子
、

課
題
番
号
：
二
〇
五
二
〇
三
四
一
報
告
書
（
２
））、
二
〇
一
〇

年

松
家
裕
子
・
小
南
一
郎
・
磯
部
祐
子
『
中
国
近
世
唱
導
文
藝
研
究　

─

江
南
地
区
に
お
け
る
実
態
調
査
』
二
〇
〇
八
～
二
〇
一
〇
年
度
、

科
学
研
究
費
、
基
盤
研
究
（
Ｃ
）、
研
究
代
表
者
：
松
家
裕
子
、

課
題
番
号
：
二
〇
五
二
〇
三
四
一
、
研
究
報
告
書
（
１
）、
二
〇
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一
一
年

松
家
裕
子
・
小
南
一
郎
・
磯
部
祐
子
・
要
木
（
藤
田
）
佳
美
『
中
国
江

南
唱
導
文
藝
研
究　

─
上
演
・
テ
キ
ス
ト
・
信
仰
─
』
二
〇
一

一
～
二
〇
一
三
年
度
、
科
学
研
究
費
、
基
盤
研
究
（
Ｃ
）、
研
究

代
表
者
：
松
家
裕
子
、
課
題
番
号
：
二
三
五
二
〇
四
四
五
、
研

究
報
告
書
、
二
〇
一
四
年

顧
希
佳
「
紹
興
安
昌
宣
巻
調
査
」『
民
俗
曲
芸
』
第
一
二
七
期
、
施
合
鄭

民
俗
文
化
基
金
会
（
台
北
）、
二
〇
〇
〇
年
九
月
、
所
収

顧
希
佳
著
、
松
家
裕
子
・
仇
俊
訳
「
紹
興
・
安
昌
の
宣
巻
調
査
」『（
追

手
門
学
院
大
学
）
ア
ジ
ア
学
科
年
報
』
第
五
号
、
二
〇
一
一
年

十
二
月
、
所
収


